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中越地震の被災以来、私たちが応援してきた法末集落には、今年も、それ

ぞれの庭や集落のシンボルゾーンに、美しい花が咲き誇る季節がやってき

ました♪♪♪

数百年前に建てられ、いまなお住み続けられてしヽる中門造りの家短の庭を

めぐりながら、「花と古民家」の集落を満喫し、てしヽねいに栽嬉された野

菜を賞味する「法末花の旅 !」・…今年は特別ゲストとして、法政大学教授・

陣内秀信先生をお招きしました。「ブラタモリ」でおなじみの陣内先生に

法末集落を 「ぶらばら」してしヽただきながら、集落の景観や世界の花の集

落、グリーンツーリズムの動向などにつしヽてお話していただきます。

掛むき孝.ど うどこ―播に f

■日程 :2012年 7月 21日 (土)、22日 (日)

ユキワリソウの季節は4月 です…

ロプログラム :

21日   朝 、パスで東京発 (JR四 谷駅付近集合予定)Jヽ千谷付近にて昼食 (ヘギそば !)

年後 2時 ごろ法末自然の家やまびこ着 午後集落散策 (ガイ ド付き)夜 懇親 やまびこ泊

22日   午 前 陣 内先生と集落散策 年 後陣内先生講演 終 了後法末発、帰京

■費用 :

・参力B賓:UIFA 」 APON メ ンバー、PA関 係者…5,OOO円 、一般…6,000円
・法末自然の家やまびこ宿泊費 (―泊三食)6,000円 程度
・1日 日、2日 目の昼食代 2,000円 程度
・野菜購入費 (とびきりおいしくて新鮮な集落の自家用野菜が購入できます)
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②講演会ちらし (2種類 :Aと B)

「山野革を取り入れた集落おこし,大原久治氏」

集落のみなさんヘ

復興先導事業請 】寅会 のぉ角1らせ

『位l

平成 20年 11月

集落総代 内 山 昭 平

野票を敏り入れた集藩おこし
一一おもてなレの層づくりと四季の花を楽しむ仕掛け一一』

講師 雪国植物回回長大原久治麗

『オープンガーデン事業」の第2弾とに″
'て
、

3早     繁醍灘離―簿|ヽ
になりました。
全員で集まつて楽しくお講を伺いまヒ′ょうt〔

事業の一環としてのシンボルゾーンヘの花の植付けは、11

月 1日、みなさんの協力で無事終了しました。法末から全国ほ

向けて「花の集落Jの1苦報を発信できるよう育てていきましな

う!

記

日時 ‖ 月 24日 (祝 ,月 ) 13:00～ 15:00(12i30寅 付開始)
プログラム,13:00 開 会あいさつ

13:15 請 演 :
14:45 ォ ープンガーデン看板デザイン経過被露
15,00 関 会

会場 法 末自然の家 や まびこ 2階  (長 同市小国町法末)
主催 法 未巣落                  |

協力 中 越震災復冥プランニングエイ ド、ュイファ ジャボン

講師紹介

大原 久 治 氏
長岡市出身。「にいがた観光カリスマ」のお一人で、長岡市において 「雪

日植物国」の国長、新潟県雪割草愛好団体連合会会長を務められるとと

もに、花をテーマとしたまちづくり、観光地づくりに貢献していらっし

やいます。

著作  『 雪国植物国の花々二百選』(社)平 成令終会、2003ほか



②講演会ちらし (2種類塾 とB)
「大地の声に耳を傾ける一庭づくりと集落の復興」;上山良子氏

法末疑落復輿先瑠事業 「オープ ンガ ーデ ン」講演 会 ④ の お知 らせ

法末箕落では、オープンガーデン事業も書衆と進み、3月 の雪わり車の間花も楽しみなこのごろ

です。それそれのお庭の整情を集落全体の景観の整備とつなげ、「花のおもてなし集慈」を

めざす法末として、今後何をするべきか、長岡道形大学学長、上山良子先生をお迎えしてお話を

同うことになりました。

学長の語られる 「愛される土地とは 1」「美しい風景とは !」…私たちも 「世界にたったひとつ

の場づくり」をめざしましょう |

当日は請演会のあとに駒沢支子大学の協力で帝」作してしヽただいた 「方―プンガーデン着板」の納

品もあります。どうぞご参加ください !

★★十

「大地の声に耳を傾ける一庭づくりと集落の復興一」

長岡道形大学 学 長 上 山良子先生

法末集落 (新潟県長岡市小国町)

平成 21年 2月 21日 (土)年 後 2時 から

長岡市J 国ヽ町法末実落 「やまびこ」(法末自然の家)

会

師

催

皓

揚

ラ

浸
　
　
　
　
υ

一重

菅
王

国

会

プ ム i請演会 閣会,挨拶

S雷,自

質疑応答

休憩

言板納品

デザイン披露

王旨説明など

孫冬7 16!15ご ろ

〔8g師ブロフィール】
長同造形大学字長.ラ ンドスケーブフーキテクト(想ロデザイナー).1970年 代に栄ロカリフィルエア大学でランドスケー

プを学んだこの分野の専分けとして活露中.
日本はもとより、世界中の仕事を手がけ、盟匁の受賞歴がある。言筋倉委員、デザインコンベ督査員なとを歴任.

14i00

14110-45:30

15i30へ ■5i40

15:40～ 15:46

15,45
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(小日八景)
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ぷな林
工松洞門
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新潟県中越地震で大きな被害に遭った法末地区。

このオープンガーデンは、

震災復興の一環として始ま')ました。

じ   畑ととも
長景砥景署縁荘ど段唇を:

ヱ6



1.花咲く漕陰を上り、メーンブーンとな
ら差末や社の歩彗へ 2.古 震家を手,
用して鳥落内夕tの人たちの出孝いのすニ
として豊t,られた「へんなう〕フェ」ぅちな
みに「ヽ んなか」は地元の方言でいろり
う言味だとう` 3。モれぞれのとに空室
言れた宗の形の■根は、復票に尽力し
た:1点女子モ大の字生から増ら■たもの,
すべて具■るテサインで、建t公問して
ぃう=と、そのオーラン・,ロースを知ら
せてく'■る 母 中=地 霞で大者を枝害
にとぃ、全戸長殺住まいすること2年。
50戸のうち43戸か嶋村.「定元に景あり,
池元の良とを見直し,卜部からの親点を
大切にそてきえの人に足をこえてもらえ
うよう4こしたいぅそれを低泉の電志として、
オープン万―デンをおめました」を実行
委員二0大 を強をん

friオ~プ ン へよぅこそ。
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5.六者く言つた花キヤベツやましt 字`せとえⅢ=二 iir手■'こどt

Eづ くりの中心|ユ客の資保手吉んだが、「今::':、it丁 吉ttit
いわ」とこ主人の亨も逆らむ.!ヨ仕事の含間に二十ヨナ :キ 'ニ

完iヨ「赤枝の増」は雲山からの濁者ネ=子!用、!テお|ラ く=京 に

穀れると手く安とする,土 日や記日のカォーフンて :こ=tつデ、!■,モ

ある「足;ら入れます」のキtt=手 しておら向,■う ' ||う 弁 :
おばあち▼んが作つたEなんだよ」と大11をまチ子と,工i=て子つし
い言匡て、務行の雰囲気を持つ。す と々茂るも■けの下tろ可マ

A291

-伯 白市   打 8町
トンネル

d a  t  a

住0長 同市小国町法末
連絡先OTel o258・95-2967
(オープンガーデン事務局・大橋)
公開0各 庭の看坂で確認を
POあ り
HPOな しli店町 ヽ
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法末
★玉寿


